
咬傷や針刺しに気をつけて！

動物アレルギー！注意をするのはあなたです！

動物からの咬傷や針刺しは命に関わります！
アナフィラキシーを起す事があります。

注意するのは！
１．アレルギー体質の人

(花粉症、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーなど)
２．過去に動物に咬まれた人、針刺しを起こした人

もし事故が起きたら、その後の約５分がとても重要です。

１．咬傷や針刺し部位が腫れる、あるいは息苦しいと感じたら、

すぐに飼育室から出て、近くの人に声をかけましょう。

２．エピペンを携帯しているヒトはすぐ注射しましょう。

３．近くの病院に駆け込む、または直ちに救急車を呼びましょう。

アレルギー体質の人が必ず守ること
１．一人で飼育室に入らない！
２．かかりつけの医者に即効性の抗アナフィラキシー

薬（例えば、エピペンなど）を処方してもらう！
３．病院が開いている時間(９時半から16時)に作業を

終える！

(社)日本実験動物学会 動物アレルギー検討ワーキンググループ

＊ラテックス製の手袋でもアナフィラキシーが起きることがあります！
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